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田
中
秀
和
議
員

a
市
民
環
境
行
政
に

つ
い
て

レ
シ
ー
ト
等
の
細
か
い
雑
紙
は
、
燃

や
せ
る
ゴ
ミ
と
し
て
排
出
さ
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
。
こ
の
雑
紙
の
量
は
多

く
、
資
源
ゴ
ミ
と
し
て
回
収
で
き
れ

ば
可
燃
ゴ
ミ
の
減
量
に
な
る
と
考

え
、
回
収
シ
ス
テ
ム
の
検
討
を
提
案

す
る
。

s
福
祉
保
健
行
政
に
つ
い
て

①
シ
ル
バ
ー
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
や

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
ふ
れ
あ

い
館
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
福
祉

バ
ス
に
つ
い
て
、
来
年
度
か
ら
ふ
れ

あ
い
館
へ
の
送
迎
が
検
討
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
福
祉

バ
ス
の
運
行
に
つ
な
げ
て
い
け
な
い

も
の
か
尋
ね
る
。

②
養
護
学
校
に
通
う
中
高
生
の
放
課

後
支
援
制
度
が
欠
如
、
学
童
の
対
象

に
も
な
ら
ず
、
支
援
費
制
度
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
で
も
受
け
入
れ
が
出
来
な

い
と
訴
え
て
き
た
。
先
般
、
厚
生
労

働
省
は
、
障
害
の
あ
る
中
高
校
生
の

放
課
後
休
日
対
策
と
し
て
来
年
度
か

ら
「
障
害
児
タ
イ
ム
ケ
ア
事
業
」
創

設
を
発
表
し
た
。
大
村
市
と
し
て
ど

の
よ
う
に
取
り
入
れ
る
の
か
。

市
民
環
境
部
長

a
現
在
、
レ
シ
ー
ト

な
ど
の
細
か
い
紙
類
は
資
源
物
と
し

て
回
収
し
て
い
な
い
。
導
入
に
つ
い

病
院
事
務
部
長

a
患
者
確
保
、
医
業

収
益
を
伸
ば
す
こ
と
が
、
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
。
患
者
数
の
減
少
の
原

因
は
大
き
く
分
け
て
、
１．
医
師
の

欠
員
、
２．
患
者
に
対
す
る
医
療
従

事
職
員
の
接
し
方
に
不
満
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
欠
員
に

な
っ
て
い
る
医
師
の
確
保
に
全
力
を

上
げ
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
職
員

の
意
識
改
革
を
行
い
、
市
民
の
信
頼

回
復
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

医
業
収
益
を
上
げ
る
方
法
と
し
て

は
、
現
在
、
紹
介
率
が
22
％
、
平
均

在
院
日
数
が
18
日
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
何
と
か
引
き
上
げ
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
増
収
の
一
つ
の
手
段
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
医
療
連
携
の
強

化
も
必
要
で
あ
る
。
今
後
、
職
員
の

意
識
改
革
や
機
能
の
見
直
し
を
行

い
、
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
病
院
を
早

く
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
が
、
健
全
化

の
道
と
考
え
る
。

市
長

s
長
崎
街
道
の
歴
史
的
、
文
化

的
資
産
を
友
好
に
活
用
す
る
た
め
、

九
州
北
部
三
県
広
域
連
携
推
進
協
議

会
を
初
め
、
長
崎
街
道
沿
線
の
31
市

町
村
で
長
崎
街
道
マ
ッ
プ
等
を
作
成

し
、
地
域
間
の
交
流
を
支
援
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
市
と
し
て
は
、

す
ぐ
に
友
好
都
市
提
携
、
姉
妹
都
市

提
携
と
か
い
う
こ
と
よ
り
も
、
実
質

的
な
交
流
を
促
進
し
、
か
つ
促
進
と

と
も
に
、
八
幡
西
区
を
初
め
長
崎
街

道
沿
線
自
治
体
と
の
民
間
交
流
の
一

層
の
拡
大
と
支
援
を
継
続
し
て
参
り

た
い
。

て
は
、
市
民
へ
の
リ
サ
イ
ク
ル
意
識

の
高
揚
及
び
資
源
の
有
効
活
用
に
役

立
つ
と
思
う
。
回
収
物
の
ス
ト
ッ
ク

方
法
や
回
収
方
法
な
ど
を
含
め
、
先

進
都
市
の
取
り
組
み
状
況
を
調
査

し
、
研
究
し
た
い
。

福
祉
保
健
部
長

s
①
県
営
バ
ス
の
路

線
と
重
複
す
る
部
分
へ
の
福
祉
バ
ス

の
運
行
は
、
県
営
バ
ス
側
か
ら
路
線

廃
止
の
検
討
と
い
う
こ
と
が
あ
り
、

直
ち
に
ス
タ
ー
ト
す
る
の
は
困
難
と

考
え
る
。
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
実

施
状
況
と
介
護
予
防
効
果
を
総
体
的

に
評
価
、
検
討
を
行
い
、
将
来
的
な

福
祉
バ
ス
構
想
に
生
か
し
た
い
。

②
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
も
、
障
害

者
の
あ
る
中
学
生
、
高
校
生
と
そ
の

親
の
支
援
を
行
う
必
要
性
を
痛
感

し
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
拡
大
で

な
く
新
た
な
事
業
と
し
て
、
障
害
児

タ
イ
ム
ケ
ア
事
業
の
概
算
要
求
を
行

っ
て
い
る
。
具
体
的
な
実
施
基
準
や

各
県
へ
の
事
業
費
配
分
等
に
つ
い
て

は
、
ま
だ
わ
か
っ
て
い
な
い
。
事
業

の
意
義
は
十
分
認
識
し
て
い
る
が
、

財
政
的
な
負
担
等
も
あ
る
の
で
、
国

の
事
業
に
乗
っ
て
実
施
す
る
方
向
で

情
報
収
集
に
努
め
た
い
。

市
長

②
大
切
な
事
業
で
あ
る
の
で
、

関
心
を
持
っ
て
進
め
た
い
。
国
、
県

の
補
助
事
業
と
い
う
基
準
の
中
で
対

応
し
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
事
項
）

萱
瀬
地
区
路
線
バ
ス
の
運
賃
及
び
便

数
は
、
当
初
の
市
計
画
を
守
る
べ
き
。

丸
谷
議
員

a
総
務
行
政
に
つ
い
て

①
財
政
健
全
化
債
の
発
行
は
借
金
づ

け
の
二
の
舞
い
や
福
祉
な
ど
の
切
り

捨
て
に
な
ら
な
い
か
。
通
常
の
起
債

を
加
え
た
限
度
額
は
。

②
「
健
全
化
計
画
」
と
赤
字
起
債
発

行
ま
で
追
い
込
ま
れ
て
い
る
財
政
難

の
時
、
今
後
10
年
間
で
30
億
円
も
か

け
る
総
合
運
動
公
園
は
当
面
凍
結
を
。

③
中
央
保
育
所
廃
止
が
発
表
さ
れ
た

が
、
廃
止
で
民
間
保
育
園
へ
の
入
園

が
多
く
な
り
、
さ
ら
に
25
％
増
の
入

園
が
可
能
で
、
大
規
模
な
詰
め
込
み

保
育
で
子
ど
も
の
た
め
に
な
ら
な
い

の
で
は
な
い
か
。

s
教
育
行
政
に
つ
い
て

①
中
越
地
震
な
ど
の
よ
う
に
、
学
校

は
災
害
時
の
子
ど
も
の
安
全
と
住
民

の
避
難
場
所
と
し
て
不
可
欠
。
市
内

の
学
校
耐
震
診
断
は
ま
だ
６
校
。
早

急
の
診
断
と
実
施
計
画
を
。

②
県
の
少
人
数
学
級
の
条
件
、
１
学

年
３
ク
ラ
ス
・
36
人
以
上
厳
し
す
ぎ

る
。
そ
の
緩
和
を
県
に
働
き
か
け
て

少
人
数
学
級
を
実
現
す
る
教
育
長
の

姿
勢
は
。

市
長

a
①
財
政
健
全
化
債
を
発
行
で

き
る
条
件
と
し
て
、
市
独
自
の
福
祉

や
教
育
な
ど
の
水
準
を
他
の
自
治
体

の
水
準
ま
で
引
き
下
げ
る
こ
と
が
条

財
政
の
赤
字
転
落
と
い
い
な
が
ら

総
合
運
動
公
園
を

続
け
る
の
は
許
せ
な
い

雑
紙
回
収
の
シ
ス
テ
ム
化
と
、
障
害
児

タ
イ
ム
ケ
ア
事
業
の
導
入
を
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